
【建設ICT】

1 .日経
4.読売
7.産 経
10.中部経済
13.建設通信
16.建設工業

M
M
S
で

堤
防
点
検

国
土
交
通
省
中
部
地
方
整
備

局
中
部
技
術
事
務
所
は
紅
白
、

2
0
1
4年
度
か
ら
実
用
化
の

検
証
を
開
始
し
た
、

M
M
S

(
モ
ー
ビ
ル
・
マ
ッ
ピ
ン
グ
・

シ
ス
テ
ム
)
な
ど
の
新
探
査
技

術
に
よ
る
河
川
堤
防
の
点
検
を

河
川
管
理
関
係
者
ら
に
公
開
し

た
u
写
真
。
点
検
の
効
率
化
や

高
精
度
化
が
期
待
さ
れ
る
一

方
、
構
造
物
な
ど
に
よ
っ
て
生

ま
れ
る
死
角
の
解
消
な
ど
が
課

題
に
な
っ
て
い
る
。

実
用

新
た
な
シ
ス
テ
ム
は
、
移
動

計
測
車
両
に
搭
載
し
た
M
M
S

や
高
解
像
度
カ
メ
ラ
、
レ
ー
ザ

ー
ス
キ
ャ
ナ
ー
な
ど
を
活
用
し

て
、
施
設
の
損
傷
や
変
状
な
ど

を
効
率
的
に
把
握
す
る
も
の
。

道
路
や
ト
ン
ネ
ル
、
橋
梁
な
ど

の
点
検
で
は
す
で
に
実
用
化
が

進
ん
で
い
る
。

同
事
務
所
で
は
現
在
、
従
来

か
ら
実
施
し
て
い
る
目
視
に
よ

る
点
検
結
果
と
比
較
し
、
点
検

の
精
度
や
、
実
用
化
に
向
け
た

中部技術事務所

検
証

課
題
な
ど
を
検
証
し
て
い
る
。

新
た
な
シ
ス
テ
ム
で
は
、
法

面
の
浸
食
や
芝
生
の
は
が
れ
、

天
端
の
亀
裂
な
ど
の
損
傷
を
効

率
的
に
調
べ
る
。
特
に
大
き
な

メ
リ
ッ
ト
は
、
堤
防
全
体
の
沈

み
込
み
な
ど
、
目
視
で
は
確
認

し
に
く
い
変
状
を
高
精
度
に
把

握
で
き
る
こ
と
だ
。

一
方
、
課
題
も
あ
る
。
擁
壁

や
橋
梁
な
ど
の
構
造
物
や
、
フ

ェ
ン
ス
、
刈
り
残
さ
れ
た
草
な

ど
に
よ
っ
て
死
角
が
発
生
す

死角解消など課題も
る
。
対
策
と
し
て
、
天
端
だ
け

で
な
く
、
高
水
敷
や
側
道
も
走

行
し
て
デ
!
タ
を
収
集
し
て
い

る
。
さ
ら
に
、

U
A
V
(無
人

航
空
機
)
の
活
用
に
よ

る
デ
l
タ
の
補
完
も
テ

ス
ト
す
る
予
定
。

河
川
堤
防
の
点
検
は

こ
れ
ま
で
全
て
目
視
に

頼
っ
て
い
た
。
新
探
査

技
術
の
活
用
に
つ
い
て

中
部
技
術
事
務
所
の
瀬

古
員
一
副
所
長
は
、

「
目
視
と
併
用
す
る
だ

け
で
も
、
効
率
化
の
効

果
は
大
き
い
」
と
み
て

い
る
。
ま
た
、
客
観
的

で
高
精
度
な
デ
l
タ
が

得
ら
れ
る
利
点
も
指
摘
し
、

「
こ
れ
ら
の
デ
l
タ
の
新
た
な

活
用
も
検
討
課
題
」
と
話
し
て

い
た

3.毎日
6.中日
9.伊勢
12.日刊工業
15.日本海事

2.朝日
5.岐阜
8.静岡
(]).建通
14信濃毎日
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